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資本制企業生産諸関係の重層的構造

片岡信之

1 i企業の生産諸関係」の存在

広い意味での経営学の領域，資本 費用・市場競争，企業組織や管理などを

本質的に何と規定するかについては，従来から確定的な説があるわけではない。

とりわけ企業組織・管理の領域については，これを本質的に「生産力」と見る

もの(一部の個別資本論者)， r生産関係」と見るもの上部構造」と見るもの

〔上部構造論者)など， 史的唯物論の諸範隔を一通り CQverずるほどの賑々し

きである。

若干事情は異るがソ連邦でもこの点は同様らしく，企業組織・管理が「生産

諸関係の一部である」とする説があるかと思えば，他方ではこれを否定して，

生産力とか土部構造として把えてゆこうとする説もあるという状態である。

われわれはこれらの諸見解を吟味しながら，経営学の研究領域(対象〉は企業

の生産諸関係であるとの一応の結論を引き出したのであったに

しかしながら，かかる対象規定はそれ自体として完結するものであってはな

らない。企業の生産諸関係り具体的な重層構造的存在を諸概念の重層構造的体

系として模写するとしづ作業にまでゆきっかなければ，対象規定論の意味はな

いのである。

本稿ではそのような試みへの一歩として，資本制企業の生産諸関係のなかか

ら，個別資木，企業組織，その管理と管理技術をとりだしてその相互関連的構

造を考察するとともに，企業の上部構造の形成にまで及んでみたいと考えるも

1) 拙稿，批芋版圭官学山占法における若干り問題点 (1-11)，r薩済学論集J(竜大)，弟 8者第Z

3号，同，経堂宇の体系化に関する一時味(]).向上誌，第10巻第1号など毒照。
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のである。

II 生産諸関係の物化と物 Sacheの支配

さてよく言われるように，人間存在にとって基本的な必要事であり条件であ

るものは労働であろう。人ほ自然に働きかけ，これを人聞にとっての自然く第

2の白然〕に変え， これを基礎にして歴史・社会・文化を形成・発展させてゆ

く。この場合人間にとっての自然(富〕は， もはや単に人聞の外部に超然と存

する物ではない。古典派経済学が把え，マノレクスも継承したように，この宮は

過去の労働の結晶であり，蓄積された労働を内に秘めているのである。 I労働

の生産物は，対象のなかに固定された労働であり，労働の対象化である。労働

の実現は労働の対象イじであるJ(Marx)といえよう。

ところで労働に本来的なこの対象化は，労働主体から対象化された労働が一

応別のものとして独立的存在になることを意味しているから，条件次第ではこ

の成果が他人に掠め取られたり I労働の生産物が，ひとつの疎遠な存在とい

う，生産者から独立した力として， 労働に対立するJ(Marx)可能性を含むこ

とになる。つまり単なる労働の|対象化J(Vergegenstandlichung)が「疎外」

(Entfremdung)にまで発展してしま、うわけ己ある。 そして，一方に労働力の商

品化，他万に生産手段の私的所有者〔資本家〉の存在ということに支えられる資

本制社会は，まさにこの条件を形成しているのではないか。そこでは「共同の

生産手段をもって労働し， その多くの個人的諸労働力を自覚的に一つの社会的

労働力として支出するような， 自由人たもの一団体J(Marx) 左は逆に，人間

と人間の関係ば直接的な関係ではなし流通を通Lて間接的に結びついている

にすきfない九そこにこの社会での人間関係の物化 (Versachlichung， Verdinglich 

ung)の秘密があるのだが， ここさは「ただア・ポステリオリに， 内的な，無

2) もらろんこのことは資本制社会に直接に社会的な労働のあり方カ主主〈ないということでほない.

企業がそれ自体としては一つり「比較的大規模な直接に社会的または共同的な労働JCMarx)の

性桔をもコことは明らかである。こ ζでは資本制社会を全体として見た場合に 本質的に間接的

だと規定しうることを言っているのである@
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言の市場価格0)晴雨計的変動によって知覚される，商品生産者たちの無規律な

盗意を圧倒する自然必然性として，作用するJ(Mar叫ところの物 Sache(資本〉

の世界が，人間を規制する主体としてあらわれる。ここでは使用価値体として

の物は質的個別性を価値の中へ奪われ，単にその素材的契機にすぎなくなる。

生産手段は今中他人の労働を吸収するための手段に転化L 労働者はとれを使

うのでな〈逆に生産手段が労働者を使用する主でに発展する。 I牛産の発展の

ためのあらゆる手段が，生産者にたいする支配手段・搾取手段に変じ，労働者

を部分人間に不具化L，かれを機械の附属物に引き下げ，かれの労働の苦痛を

もって労働の内容を破壊し，独立のカとしての科学が労働過程に合体されるに

したがって， 労働過程の精神的諸力を労働者から疎外するJ(Marx) という事

態が生じる。

Sacheに支配されるのは単に労働者のみではない。 資本家は資本という

Sacheを自在に支配しうる自由な人格ではなく，逆に資本の使用人 (Funktionar)

にすぎない。その意味ではプロレタリアートも資本家も共に疎外された存在で

あるのであるが，ただ違いは，前者がこの疎外の中にあって無力と非人間的生

存の現実を見るのに対し，後者がその中に快適と安周を感じているという点に

あるのである。

マノレクス『資本論』は資本制社会白経済的疎外り諸形態を， Sacheの世界""

自然史的な過程として科学的に分析し，その止揚の歴史的必然性とともに明ら

かにしたもりであった。われわれが資本制企業の分析を行う場合にも， そD本

質的基底には Sachcとしての個別資本そのものがおかれ， そこから始めて組

織や管理に説き及ぶべきなのであって， その逆ではならないであろうへ との

点をまずはっきりとおさえておかねばならない。

3) 従来の経営学書の構成はくマルクス主義0立場を公言する者すら〉大体，企業形態論，経営管理
論，生庄諭，脹売論，財務論というような順に訳述がなされており，われわれの考えかbすれば
極めて不十分なものである。一体何ゆえに，企業形i魁露面が最初に来るべき論理的必然性があるの
か。われわれには理解できない。ょの点やや詳しくは拙稿，経嘗学とマルクス主蓋. I経済学論
集J(竜大〉第10!嘗第3号， 157ベージ以下を参照されたい。
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III 個別資本そのもの

/A 
資本制企業の基底にある個別資本の運動は， 典型的には G-W¥Pm...p...

W'-G'であるが，この資本運動が姿態転換の中でとる諸形態は，貨幣の形で

存在する貨幣資本，生産過程で生産手段・労働力の形で存在する生産資本，商

品形態の形で存在ナる商品資本として存在している。貨幣資本と商品資本は流

通過程にある資本として流通資本とされ，生産資本と対立する。また，剰余価

値の形成源泉は何かとし、う観点から見れば， 不変資木〔生産手段に投下され，単

に新しい生産物に価値移転をするにすぎないもの〉左可変資本〔労働力に投下きれ.

生産過程で量がふえる〕に分れる。

個別資本の循環運動においては，その出発点をどこに求めるかによって，貨

幣資本の循環，生産資本の循環，商品資本の循環の 3つが区別されうる。それ

らは相互の絡み合いをなし，個別資本運動の総体は 3者の不可分な統ーとして

存在する。

貨幣資本の循環 貨幣資本り循環

G-W......p......W'--G' . G--W・ p......w'-一一σ.Gー

一 一生産資本司循環

商品資本の循環

循環・回転の観点〔価直の回収補填の仕方という観点〕から見た場合，生産資本

は流動資本(生産された商品田販売によって価値が一度に全部回収される労働力，原材

料，補助材料〕と固定資本(全価値の回収に何回か白循環を必要とする機械，建物〕

の区別が重要となってくる。いわゆる減価償却は，根源的にはここに起因する。

さらに資本は，先の単線的な循環を繰り返すのみではなし次の如き構造を

とる。

G， --W1......Pl......W!'一一一G，'

G，一一一w2......Pz......w/一一一

G， --W，・ P，

G.--W. 
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現実の個別資本は乙のような空間的同時配列の形で現金，機械，原材料，製

品等が存在するわけである。

個別資本は巾場にあっ亡自ら競争構造の形成に参加しながら，他方自らが創

りだ「疎外形態たる市場の強制的法則性によって逆に規制される。こ乙に経営

学が「企業の適応、行動J i市場行動」として問題にする一連の領域が形成され

る必然性がある。

個別資本が市場に交渉をもつことによって成立するこの「社会的総資本の再

生産と流通」の局面においては，産業資本の発展に伴い，流通過程の機能の自

立化が件じ，商業利潤によって運営される商業資本と利子による貸付資本が分

立するにいたるヘ

信用の発展は個別資本の調達に多様さを加え〔自己金融，株式金融，社債企融，

銀行金融など)， 一連の経営学的研究領域主生み出すが，それはまた，個別資本

の内容自体を，自己資本と他人資本の 2範曙に区分する基礎を創りだす。そし

て， 資本主義の発展と共に一層物 Sacheとして社会に対立するに到る社会的

な力としての資本は，個々の資本家(株主〉の軍刈告な力にも対立するカとしてあ

らわれるようになる(，社会=会社資本」の成立〕。ここではもはや個々の株主資本

とは相対的に独立な形で稔泳之乙士ゐ宿励会未毛ふ自体〔企業それ自体=1経営自

主体J)の観点が重視され， 株主を企業外部者と見る〔株式資本は他人資本とほぼ

同視される〕ようにすらなる九他方，本米り企業家資本り概念では現在のそれ

を把えきれず， 単に大株主資本(自己資本〉だけでな〈大社債権者く他人資本〉

をも合 した慨念として企業者資本概念を理解する必要も生じてくることにな

る。また信用を捷子としながら独占資本の諸形態が生みだされる。

以上簡単ではあるが資本制企業の核をなす個別資本の諾局面を把えてきた。

4) ー且成立した商業費本や貸付資本は，それ自体の固有なく特殊な〕運動法貝u性をもつことにな
るから，商業企業経済学，銀行経営論などという特殊経古学が一般的法則主の基礎の上に戚立す
ることになる。

5) 経営学の同庁有と経宮分離論'J，会計宇の「持分理論'J(equity theory)は，この抗元に関連す
る.
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ところでこの個別資本運動は「観念的に計算貨幣の姿で 資本家的商品生産

者の頭のなかにJ(Marx)認識されねばならない。 それはまず「価格決定や商

品価格の計算〔価格計算〕をも含む簿記によってJ(同〕果されることになる。

かくて i生産の運動，ことにまた価値増殖の運動 は，観念のなかにある象

徴的な模像官与えられるJ(同)わけであるヘ個別資本運動が生産過程と流通

過程とから成立しているりに対応しτ簿記も，主として企業の外部取引を中心

にその記録や分析を行う商業薄記と企業内部取引を主に取扱う工業簿記〔経営

簿記〉に分れるの。

企業簿記ほ個別資本の運動を，その具体的表現(現象形態〉と Lての「取ヨ[J

概念を媒介として勘定別に把握し， 定期的に総括〔決算〉するところに成立す

る。しかし，それは個別資本運動を忠実に模写しえているわけではない。第 1

に「取ヲ [J概念は価値物が交換の過程で価格として現象する次元ではじめて問

題になりうるのであるが，そこでは既に価値と価格の背離の可能性と現実性が

ある。また，価値・価格はその本性上はじめからいくらと判るものではないこ

とから 個別企業の立場からは経験的に推定(評価〉によらざるをえない面が

出てくる。さらにこの面を意図的に利用すれば，減価償却計算における減価償

却の過大表示〈加速償却3 特別償却， • .....)や各種引当金制度のような形になって

あらわれるへ というような具合であるから簿記・会計が「独占的高利潤を

合理化し美化するため〔の〕 論理であり外被であるJ(宮上一男〕と批判

されるようなことにもなるわけであるo

Sacheとしての個別資本運動を対象とするのは，しかしながら，簿記・会計

のみではな U、。企業経済論とか経営者経済学とか呼ばれる husI1古田 econonl1CS

(managerial economi四)も同じ対象領域をやや別の面か白把えるo そこでは利潤

6) Marxは揮記を「渦程の杭制および観念的な総括Jと規定している。
7) もちろん事業D特殊性によって，農業簿記q 銀行簿記，保験簿記，運送簿記など，更に多様な
形態に分れ弓ることは曹うまでもない。

8) i簿記の発麗したー形態」であり「独占資本主義段階の簿記の別名」とレわれる「会計学」が
評価論を中，C泊句内容としているのはこ0故あってのことである.
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極大化に向けての経営者の意思決定と関連して，予想利潤，予想収益，予想費

用が問題とされ，これらに関る需要，価格，生産過程，原価，販売促進などの

領域が，近代経済学の marginalanalysisを援用しながら分析されているので

ある。

以上要するにわれわれの主張は， Sacheとしての個別資本そのものが対象化

された労働関係(生産関係〕として資本制企業り生産諸関係り一部〔しかも中核

的 むをなすιと，そして ζの領域の研究は従来簿記・会， 1問中「企業経済論」

によってなされてきたことを述べてきたのである冊。

IV 企業組織

さて「資本家は 諸商品の死んたJ対象伴に坐雪た労働力を合体させる ζ と

によって，価値を，過去の対象化された死んだ労働を，資本に，自己増殖する

価値に，… 転fじさせるJ(Marx)のであるが， ここに企業組織の生れる理由

がある。即ち I白分を対象化しつつある労働にほかならない活動しつつある

労働力J(同)=賃労働者の活動を目的意識的にシステム化したところにこの組

織が成立する起因が存するのである。よく誤解されるように人の集団というと

ころに企業組織の本質を見るべきではなしあくまでも第一次的には生きた活

動(労働〉の結合・交通にこそ見るべきである日。

9) 従来会計学はアメリカ，イギりス，日本においては，経古学〔経営経済学〕とは別の学問とし
て発達してきたのであるが われわれの以上の見解によれば，両者は並ヒ存す為形で考えあべき
ものではなく，会計学は経哲学のー髄域でしかないのである。経宮学は企業。生産諸関係を研究

対象とするが，会計竿は対象化された企業白生産諾関係の領域を昂うのでらる a ドイツでは経営
経済芋の内容が「組織」と「価値の流れJ0)二領域からなるとして会計学は伝統的に経営学の一
部に位置づげbれてきたが7 それではなぜ両領崎が統的な学問となりうるりかという点〈統一
的な対象規定)になると，本質的には答ええていない。 ドイツ以外でも最近の管理会計諭の措頭
と共に両嗣壇。接近が言打れてきているが，二ol.去論的には未だ未熟 Cある。

10) これらの研究は価値が価格を介して極めて具体的 現実的 現象的となっどぐる次元での現象
を，その限りでの関迫的法則性として認識したもの ~C あるから，ふ質論次元にま C論及しえてい
ないことは言うまでもない。それゆえわれわれは，これを研究する過程で本質論的認識の中へ止
揚する弼刀を怠ってはならない。

11) r組織とは，一定の目的を達成するために意識的に調堕されている，人々のお湯る品主である」
(回杉競編著.r経古学概論J1965， 47へージ〕との規定は，この意味で，置れた規定である。周
知りようにそれは巳 1.Barnardに端を発する近代管理学における組J織規定でもある a 団杉教
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労働者の労働はさしあたっては|人間生活の永遠的な自然条件J(Marx) と

して l人間生活のどの形態からも独立したものJ(同〕ではあるが，同時に資本

制辻会にあっ ζは協働D条件つま b一定の場所へ集まることが個別資本によっ

C媒介されている。賃金労働者は，同じ資本(資本家〕が彼らを同時に充用しな

ければ，協業する ζ とはできない3 ょのことが協栄(組織〉の生み出す社会的生

産力士個別資本が自己の生産力として吸収する事を可能に Lている理由である

し， 企業組織〈協業〉の規模・程度が専ら資本の蓄積の程度に依存するのも同

ヒ理由による。以上のことが意味することは，資太制令業の組織の考察は個別

資本そのものを出発点にして，それと不可分に進められねばならないというこ

とである。次にこれを上向法的・段階的に把える工夫を試みよう。

既にみたように，個別資本は次のような運動をとる。

G，--W1......Pl......W1'--G，' 

G，--W2......P2......W l~一一

G，-W
3
......p，..... 

ここでは資本は諸形態の空間的同時配列として現われるが(以上をステップ l

とするλ この場で活動しつつある労働力は過去の死んだ労働〔機械，原材料，

ー)のあり方に規定されて， それに結ぴつけられた空間的同時配列として現わ

れる。勿論，諾労働はどんな対象性〔素材〕と結びつけられているかによって個

々に相違しているわけであるが，さしあたりここでは雑多な諸活動の混在とし

ておけばよい(ステッブ 2)。

ところ Eι の諸活動はやがて実践上，個別I資本運動D各局面ごとの類似的・

関連的・補完的な活動どうしが groupmgされてつかまえられるようになり，

概念上もそのように規定されるようになる。 ζれが過程的職能ないし水平職能

と通常いわれるものであって，資本調達，購買，生産p 販売などの諸職能であ

授を中心とする研究グルーフ~I) Barnard緋究はH本では先駆的意義をもつもりであり， 三ヒ著
The Functions of the且xec叫 ive.1938，の翻訳は Barnard がまださほどに人口に脂主して
いない昭和31年の夏に早くも回杉教授の監訳という形で完戚していたa 私は上町組織規定を私な
りの読み込みを行いながら，企業組織の基礎理論の中に採用したいと考えている。
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る。この中では直接に剰余価値生産に関連する生産の局面での職能が中心的位

置を占めることは言うまでもなく，他はその前後でこれに関連して生ずる流通

過程遂行上の職能である。個別資本が小規模である聞は，この大把みな職能の

単位によってただちに労働者を配置することもありうるわけである(ステップ

3 )。

さて幾つかの諸職能・活動群。成立は，それら相互間の調和的統ーを必要と

す与。ここに単なる作業労働とは区別される管理労働が出てくる。前者が執行

的職能であるとすれば後者は管理職能といわれるものであり，具体的には計画，

指揮，統制，調整などの職能を含む fステップ針。

個別資本の大規模化は上の執行職能，管理職能を遂行する上での助成的職能

をも幾っか独立させ，個別資本に付着してはりめぐらされた諸活動〈諸職能〉は，

基本的なものから末梢的なものに至る多数の活動群としてあらわれる(ステップ

5)。

以土の考察の限りでは，個別資本に纏りつく労働(活動〉そのものが問題とさ

れたのみで，そこでは未だ個々の人格としての労働者は背後に置かれたままで

あった。しかし諸労働は，言うまでもなく，労働の担い手によって遂行きれね

ばならない。ところが諸労働はその担い手に対し「いろいろなことを要求する。

彼は，この作業ではより多〈の力を， jjIJの作業ではより多く熟練を，また第2

の作業ではより多く精神的注意力等々を発揮しなければならないが， ζれらの

属性は同じ個人が同じ程度に具え。、るものではないJ(Marx)。それゆえ諸労

働を所要技能，重要度，遂行時期，場所などの同一性・類似性・関連性などに

よって再編成し，人格として白労働者に結びつけてゆくための前提的操作が施

されねばならない。この第 1歩として職務 job概念が登場する。職務は数種の

職能にまたがる場合もあれば，逆に一つの職能の一部にすぎない場合もある

〈ステ少プ 6)。

職務が個々の労働者に結びつ〈ためには， さらに職位 (Stellung，position)に

まで分割され具体化されねばならない。職位は個々の労働者が職務を果す場で
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あると共に活動内容でもあり，両者の統ーである山。職位数は労働者数と一致

するから，個別l資本の必要とする人員はこの段階で具体的に確定するわけであ

る〔ステップ 7)。

この諸職位が一つの有機的な構成体として構成されるところに一大職位体系

が生じ， responsibilityと authorityの delegationや問delegationの階層制が

出来るのである。かくして当初は資本心諸機能分化としてあらわれた諸職能は，

職務職位を媒介しつつ今中一つの有機的な階層秩序体系として現われる u 資木

調達，購買，生産，販売などの諸職能ほ今や財務部，購買部，製造部，営業部な

どとして構造化される。また組織樟ョ生 Organization~呼ばれる諾形態もこの

次元で具体的に問題となる(line，functional， 1ine and staff， cen回Jjzed，decentralized 

なe(/)詩形態10(ステップ 8)。

さてこの職位体系にはその職位にあって職責を担当する人 (Funktionstrager)

が配置されねばならない。ここで想定されている人聞はさしあたっては可変資

本の機能形態として活動しつつある労働力としてのかぎりでの賃労働者と，個

別資本の人格化としてのかぎりでの資本家〔経営者〉である。いわば「経済人」

としての人間である。こうして職位に人が配置されると，本来各職位に帰属し

ていた authorityと responsibility丘は今やそれらの人に帰属するものである

かの如く現象して〈る問。組織をこの次元で把えれば「組織とは人の集団だJ

という見解も出て来るわけである(ステップ 9)。

ところがここで個別資本にとって厄介な事態が存することがわかる。即ち各

職f立に配置された労働力としての限りでの賃労働者は，しかしながら現実には

具体的・多面的な生身り人間 Cもあり，しかも労働力主売ってはいても決して

12) 職務が職位白内容として割りあてられると， 職務はその職位の献，e，凹抽出llityとして，

即ち喜三-e:i-di'-<正議場としてあらわれ，よれに伴つ亡資本から一定の瑳阪i~ulhur町がその
職位に公認の権力として賦与される@

13) これか幻想にすぎないことは，資本の要求する職買を忠実に果しているかぎりでは大きな
authorityを持っていた人がその職位を離れると同時に authorityをなくす事ひとつを見ても明

・・・.. . 
らかであろう。資本制企業では，資本軍にせよ賃労者にせよ， Sacheとしての資本町{好司人であ
り，各々 が分有する大小の権威は窮極にすe'、ては賢本そのものに発しているのである。
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自分自身を丸ごとには売ってはいないということである。それゆえ活動しつつ

ある労働力の有効利用度は，そし亡労資間対立の激しさの程度は，労働者その

ものへの働きかけ如何によって人き〈規定されるのである。かかる矛盾に対処

するには，個別資本は今や単なる「仕事中心的J work-focusedな間構造組織

たるのみでは不十分であれ 「人間中心的Jworker-focusedな柔構造組織とし

て現象しなければならない。人間関係論や近代管理学が研究するものは主とし

てこの領域に関連している〈ステップ10)。

以上，個別資本そのものから出発してそれが具体的な企業組織のあり方にま

で構造化される経緯を見てきた。従来の組J紘論との関連で言えば，古典的組織

論でいう諸原則凶 t主上述の職能→職務→職位→階層的秩序体系→人間集団とい

う一連の次元(ステップ 3~ステップ 9) に関る組織実践の中から， プラグマチ

ックに経験を蒸留して組織原則の体系という形に定式化したものであるといえ

よう。 これに対し古典的なHR技法〈苦情処理，態度調査，面接制度，提案制度，

企業内Z棟〕や近代管理学の諸領域(自発的協動意欲，紙撤回的と個人目的・動機と

の背離の克服，刺戟の方法，説得白方法，など)，参加的管理方式(R.Likert)，参加

的・従業員志向型リーダー γヅプ (c.Argyris)， 統合と自己統制による管理

(D. McGregor) などは，先のステップ10"に主として関っているわけである。

古典的組織論も近代組織論も，われわれの考察方法とは異って，個別資本運

動との関連が絶たれた形で企業組織を論じる。むしろ企業以外の各種組織をも

考慮しながら，そζでの法則性を各種の組織に共通する共通性の限りにおいて

のみ扱みよげる。まさにそれ故に，個別資本の機能形態として特殊的本質をも

っ企業組織を本質から現象にまで一貫して説明しうる基礎理論にはなりえない

のである '51

14) 例えば，分業原現職諦樹限明確化原理L組J織簡素化原理，職荷権限衰裏体白原理，側
外原理，ライ γ スタッフ原理，バランスの原理，弾力也原理，階層原理，階層最少原理， Span 

of control原理，命令連鎖原理，命令統一原理，命令集中化原理など。
15) 例えばζれらの理論では組織構成員は賃労働者として把えられないから，個々の賃労働者が個

別資本のもとで労働関係を結ぶこ丘私立つに生れる集団的生産力が誰に帰属ナるかなどの閣題は
拍めから提起すらされない。しかし事実はこうなのだ。 I資本家は 1000::独立した労働力の価値
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V 管理および管理技術

上自企業組織の成立は，その内容たる諸労働聞の調整・調和を必要ならしめ

る。ここに「協業の際に一定の範囲内で不可避であるデコポコをなくしながら，

全生産有機体にきちんとした活動を保障する」山ところの，全体的調和・調整

活動としての管理活動が生ずる。

従来から企業組織と管理の関係は十分な解明を見ているとは言えないがm，

われわれは両者を一応区別することによってこそ企業生産諸関係の構造の重層

性がヨリ明確に把握できると考える。即ち両者の関係にあっては，企業組織が

まず前提され，その組織に内在しながらこれを自己統一するための必要な活動

として管理活動があるのである。その意味から言えば，管理は企業組織運営上

の戦略的環(中心)である。

管理活動の諸関係一一それ自体企業生産関係の一部であるがーーの特質は，

企業の生産諸関係の総体(管理対象〕 の特質によって規定されざるをえない。

「すべての比較的大規模な直接に社会的または共同的な労働は，多かれ少なかれ

一つり指揮を必要とするJ(Marx)のであるが，この歴史貫通的な指揮ー監督・

媒介の機能は資本に従属する労働が協業する時には資本の機能になる。何故な

を支払うのであるが，しかし 100とL寸結合労働力の代価を支払うのではない。独立の人として
は，労働者たちは個々別々の人であって，彼らは同じ資本主関係を桔ぷのではあるが お互いど
うしでは関悟を結ばないのである。被らの協業は労働過程にはいってからはじめて拍まるのであ
るが』しかし労働過程では，披らは自分自身のものではなくなっている 彼ら自身はたが青木
の つの特殊な存在様式でしかない。それだからこそ，労働者が社会的労働者として発揮する生
産力は資本の生産力なのである c 労働の社会的生産力は資本に左つては阿の費用もかからな
いのだから，また他方こD生産力は苦闘者叩苦闘そのものが資本のもりになるまでは労働者によ
って発揮されないのだから，この生産力ほ，資木が生来もっている生産力止 して 皆本の内存的
な生産力と Lて，現われるのであるJ(Marx)。

16) 口 A Dc泊Hel{Q， Hay1Ca ynpaB.Jl-BHU51 B CCCP， 1967， cTp.8本書の詳細は，門脇延行，ソ
ヴェト生産管理科学について川ー121，r彦担論叢」第147ー148号，書照白こと。

17) 従来の管理学説はすべて管理概念に組織を包含せLめている a 反対に，組織学説は来日織概念
に管理を包含せしめてしまう。このように，いずれの場合にも組織は管理となり，反対に管理は
組織となって，管理と組織との関係はそこでは問題とならな〈なる.経営の喪際において管理と
組織，組織と管理とが密接な関連にあって，両者を切り離しては考えがたいことも事実である。
だからといって，撞宮も管理も組織も無差別に混同することは理論上許されない計ろうJ(山本
安次郎編， r経営学説J19叩， 148-149ベ ジ〕。
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ら， 管理対象たる賃労働者の協業(組織〉自体がすでに， 彼らを同時に充用す

る個別資本の機能(作用)にすぎなし、からである。 そζでは I彼らの諸機能

の関連も生産的全体としての彼らの統ーも，彼らの外にあるのであり，彼らを

集めている資本のうちにある u それゆえ，彼らの労働の関連は，観念的には資

本家の計画として，実際的には資本家の権威として，彼らの行為を自分り固的

に従わせようとする他人の意志の力として，彼らに相対するのであるJ(Marx)o 

ここでは資本家の管理活動は二重のものとして，一方では「社会的労働過程の

性質から生じて資本家に属する つの特別な機能J(その限りではどんな結合的生

産様式でも行なわれなければならない生産的労働〉として， 他方では直接的生産者

たる賃労働者と生産手段の所有者たる資本家との対立による「社会的労働過程

の搾取」の機能としての性質を帯びる。(これは根源的には管理対象そのもの

が「一面では生産物の生産のための社会的な労働過程であり，他面では資本の

価値増殖過程である」という二重性をもつことに起因するのである〕。 現実の

管理活動は両者が「直接に不可分に混ぜ合わされているJ(Marx)存在であり，

概ね次の諸局面に瓦っている。

(1) 時間的側面からの調和的統一化

l①個別資本の循環過程 (G-W<九 p...W'-Gう 回転過程

②管理機能の円環的形式(計画統制批判〉

(2) 空間的側面からの調和的統一化

i① 資本循環における資本の個別環二部分の同時的併存

② 市場競争を媒介項正する個別資本閣の対抗関係，個別資本と外部組織

との関係

(3) 資本と表裏一体をなす賃労働者との関係の調和的統一化

このような管理活動が作業活動とは相対的に独立な領域をもつことを基礎に

して， 作業活動の構造化(制度化〕された作業組織機構とは別に， 管理活動の

機構化・構造化として管理組機機構(管理機関〕が現われるのである。 そして

各々の管理機関に資本家・経営者・管理者が，その Funktiontragerとして配
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置される。(すなわちここでも作業労働の場合と同様に， Sacheとしての資本

そのものの要求する諸管理活動がどんなものであるかという乙とが管理機関の

構造や管埋者のあ~，方をきめるりであって，その逆ではない。この意味で資本

家・管理者は資本町使用人であり，意識と意志を賦与された資本の機能=資本

白人格化にすぎない〕。

さて資本家ー管理者は上の管理活動を遂行するにあたっては，個別資本のお

かれている内外D客観的状況を無視しては首尾よくこれを行いえないことは明

らかである。何らかの形で客観的状況に存する一定の傾向性・法則性をそれな

りに認識してやってゆ〈ことが必要となろう。ここに客観的法則性の意識的適

用という事が問題に上ってくる。経営技術といわれる領域がこの次元であらわ

れる。この場合法則性認識は必ずしも本質論的段階にまで到達している事は必

要としないのであって，むしろ極めて具体的・現実的・実践的な問題意識から

その必要の限りでの関連佳・法則性が担えられておれば，さしあたり構わない

のである加。

乙の法則性の認識と利用のしかたにも発展段階があって，初めのうちは優秀

な能力をもった管理者の個人的な熟練・技能・カ γ ・コツに依存するわけであ

るが，これは主観的であること，その技能・ヵ γが伝承不能セあること，など

の不都合を具えている。そこで次に調査・分析による組織的な法則性認識とそ

れに基づく対応策が経営技術論とし、う形でつくり出される。 ιれは以前はカン

やコツとして主観的だったものを客観化し，教育による伝承を可能にするとと

もに，従来のカン段階の一面性をヨリ一層克服しようとするものである。そし

て専らこの経蛍技術の精徹化を目ざして進んできたのが(批判経営学以外の〉適

用の経営学だったのである。もっとも経営技術がい〈ら進んでも，ヵ γの領域

がなくなるということはまずなかなか無いわけでペ 現実には資本家・管理者

18) 武容三段階論で言えば，現象論的度階ないし実体論的段階あたりまでの限りでの法則性認識
(関連把握〕で十分なわけである。

19) サイモソ (Simon，H. A.)はこの点かなり楽観的であるが，この点は疑問であろう。
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は経営技術とカ γ の 2本立てでゆくよりほかないわけである O

経営技術やカ Y は以上のようなものであるから，それは管理活動の中核をな

す要因である。経営技術能力を具えた専門的経営者が重視されるのはこの意味

で故な雪ことではないのである則。

かくしてこれまで述べてきたところを要約すれば，企業の生産諸関係の重層

構造はまず基底に Sacheとしての個別資本があり， ζれに伴う企業組織が生

れ，その中核的戦略要因として管理活動があり，管理活動の中心的要因は経営

技術・カンであるということになろう町。

VI 企業の上部構造

これまで見てきた個別資本の諸機能形態〔企業の生産諸関係〕は， これに附随

する一連の上部構造を生みだす。

企業労働者各々の意識と行動はそれぞれに特殊である。しかもその個々人が

個別資本の要求するそれぞれの特殊な部門で独自な労働を遂行する。しかし彼

らの特殊性は同時に，総体としての個別資本運動に統 されるのでなければな

らない。この矛盾の解決は実在的には企業組織における専門伯と統合化として

行われるが，さらにそれは明確に規律与して定式化されるのでなければならな

い。国家にあっては諸階級・階層の特殊利害がぶつかり合うなかで支配的措級

の意志が高度に反映された形での国家意志が成文法として議会を探介に成立す

るのであるが，企業にあっては個別資本〔資本家〉の意志が一般意志として与え

られ，これが労働者達の個別意志や特殊意志を拘束する却。会社規程とか社則

とか呼ばれる一連の企業法典は正にこの資本の意志を客観的に対象化却したも

20) 経営杭術行{更の能力にたけた尊門径営者の畳場は管理活動を有提出し， L たがって企業組織
(協業〕の調和的統 を有効化L，そのゆえに資本に帰属する社会的結合生産力を一層大ならしめ
るm それゆズ彼の晋場は資本制企業の和l潤追求的性格を薄めたのではな<，逆に彼こそは F リ

周資本の使用人として従来にもまして有能な資本家なのである。
21)企業組地管E 管理技術に関Lては ヨ J'詳細忙は別稿で論じておいた。ご参照戴ければ幸

いである。拙稿，経営学の体系化に関する一時味 C][-N)，r経済学論集JC竜大〕第四巻第3
号-4号，第11巻第3号e

22) つまり労働者の個々。認識見解意古が直接に彼の行動に出てくるわけではないりである.
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のの文書による表現にほかならない。かかる対象化された資本意古を媒介にし

て労働者の意志を企業意志に服従させ，乙れに従わない労働者には強力的に服

従を強制する〔各種の処分〕刷。 企業にとっては強制によってではなし労働者

が自発的に企業意志に服従してくれるよとが望ましいわけだから，各種の教

育・訓練ゃH'R. I誘因。方法J，I説得の方法」などの方法がとられること

になる。

企業意志の表現形態は多様である。会社規程とか社則と呼ばれる一大体系

〔別図参照〉のほか， これを更に個々の管理者や作業者に立で具体化した Ma.

nagement Guideや作業指導票，予め規約化しておく事の出来なかった事項に

関してはその都度の達示〔通達〕など。 そしてこれら「成文法」を補完するよ

うな形で経営理念，社是，社風，といった領域も成立している。これらはいわ

ば「不文法J I慣習法」である。これらの「成文法」や「不文法」の背後には

商法，民法， ー などの国家意志が更にひかえていることも言うまでもない。

われわれは以上で，個別資本，組織，管理，管理技術など企業の生産関係の

領域と企業意志という企業の上部構造について述べてきたa 企業とはまさにこ

の両領域の統ーされた存在である。企業経済学(経営経済学，経営学〕は企業の

生産諸関係を研究対象とする学問であり，また経営法学は企業の上部構造に関

っている。このほか企業経済学(経営学〉に関係する学問は経営工学，経営心理

学，経営社会学など幾つかのものがあるといわれているのであるが，われわれ

の見解によればそれらは企業の生産諸関係自重層構造田中におけるそれぞれ異

った局面に関する現象士その限りで部分的に研究しているものである。最近こ

23) 意志の対象イιといっても，労働の対象化とは異って，意志が頭から阻けだして外に実体として
存在Fるようになるわけではない。しかしこの宜主:は単なる場当りの勝手に変えうるものとは異
り固定化されたものと J もたとえ資本家といえどもー且ζれを対象化したら自らも従わねばな

らぬものとして存在する。つまり仁実在的にではなく〕観念企]に対象化された意車として個々白
頭の中で抱えられている共通的規範なりである。通常それは文書化されて残されておくことが多
いのは言うまでもない。そしてこの対車化された意志と生きた個人の意志とり閣を調和的に保つ
ことが管理者D腕の奮いどよろなのである。

24) 物質的制裁く首切り，減給など〕などのほか，守衛ーガ ドマンなど人格的にも各種の機関が
おかれる 9 さらに背後には警察など国家的強力が控えている。
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匡歪盟

最高経営規程

第 108巻第5号

!定款
取締役会規程

株式規程，関係会社規程

労働協約(就業規則)

対境規程一一一一一一一一一 (賃金規則)

全般管理規程

部門管理規程

健康保険組合規程，従業員預金組合

規程→等々

i規程管理規程

規程管理規程i基準書・規格・指導書-

l 通達管理規程

職制規程

l 組織問
組織に関する...""__I常務会規程

!業務分掌規程|
規 程 l |予算委員会規程

子続に関する

規程

『会議体規程
|部長会議規程

職務権限規程 l

そ の 他

菓議規程

予算統制・内部統制規程

企画閣係規程，
[内部監査規程

報告書規程 | 
|組織監督規程

監査関係規程 1
l 経理・業務

監査規程

総務関係規程文書情理規程，事務用品符理ー ltJ¥票

管理・寄付金管理規程等

人事関係規程 (就業規則)人事規程，職階制規程等

資材関係規程 資材購買管王問見程，倉庫規程，外注

管理規程等

設備工事関係規程設備管理，工事規程，設備保全

基準等

経理関係規程ー経理規程，資金調達運用規程，金銭

出納規程，税務会計規程等

生産関係規程←工程管理規程，技術管理規程，熱管

更獄見程，品質管理規程等

販売管理規程一販売規程，市場調査規程，広告宣伝

規程等

山城草経営学原理J 19田， 296ページ。
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れらの諸学問聞の interdisciplinaryapproachが強調されるが酌，われわれの

よ うに重層構造的に諸局面主位置づける ζ とを行なわなし、かぎり，どの局面が

ヨリ本質的であるのかり見極めも困難となり，諸学問の総合{じも容易に果しえ

ないのではなかろうか釦。

25) 学問の総合化総合化と言うだけでは不十分であって，これにも大まかに言って 2つの道がある
という点については，内田義章， I社会認融自歩みJ1971， 191へージ以下を参照。

26) 本稿で記述したものは企業の生産諸関保や上部構造の全領域にはEっていない。例えば前者で
は，企業 企業間，企業 労組問，企業一一国家聞に関る諸関係は全くふれえなかっιし，
桂者では企業活動の中で生じる諸見解ー理論.企業ー←企業聞や企業 苦組問白領域で対量化
される意志尉係としての諸契約関乱国家意志と企業意，--6、の相互関連領崩，などは主〈関説され
なかった.しかし限られた紙面でこれら全てについて論じる乙とは不可能であり， したがってわ
れわれは企業をどう重層的に把えてゆくかという試みのよ白発点的考察のみで本摘を閉じることに

満足し止ければならなかった。


